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減損損失の計上に関するお知らせ 

 
当社は、平成 29 年 11 月期決算において、中国関連会社である経緯津田駒紡織機械(咸陽)有限

公司（以下：経緯津田駒）で近年の市況の冷え込みなどにより、業績が低迷しましたことから、

下記の通り減損損失を計上することといたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．経緯津田駒紡織機械(咸陽)有限公司の概要 

（１）事業内容     エアジェットルームの製造・販売 
（２）設立       2012 年 10 月 
（３）所在地      中華人民共和国 陝西省咸陽市 
（４）資本金      1 億 2,600 万人民元 
（５）株主（出資比率） 津田駒工業株式会社（当社） 49.0％（持分法適用会社） 

経緯紡織機械股分有限公司  51.0％ 
 

２．減損損失の内容 
（連結） 

経緯津田駒所有の固定資産に関する減損損失 189 百万円を持分法による投資損失(営業

外費用)として計上する見込みです。 
 
（個別） 

当社が保有する経緯津田駒の出資金に対する評価を行った結果、減損損失（特別損失）

528 百万円を計上する見込みです。 
なお、上記の個別決算における減損損失につきましては、連結上は消去されるため、連

結業績に与える影響はありません。 
 

 
３．経緯津田駒の今後について 

経緯津田駒の今後につきましては、引き続き、中国市場における重要拠点と位置付け、中

国側出資者である経緯紡織機械股分有限公司とさらなる連携のもと、市場開拓を進め、業績

の回復を図ってまいります。 
 

 
４．業績予想の修正について 

上記に伴う通期の業績につきましては、本日（平成 29 年 12 月 26 日）発表の「業績予想

の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
 

以 上 


